
～宮大生のための交換留学～ 

（台湾・国立政治大学）留学報告 
 

教育文化学部 人間社会課程 4 年 (工藤 美佳) 

 

○留学先： 

台湾・台北・国立政治大学・民俗学部 

 

○留学期間： 2012 年 9 月～13年 6月末(前期 9月～2月、後期) 

 

○渡航時の学年：   3 年次 

 

○渡日前の手続について 

・留学に至った経緯について： 

第二外国語がフランス語だったが、入学当初から中国語が勉強したかったため。 

また、諸外国の方々と関わりたいという思いがあり,政治大学は世界各国からの留学生が多いと

聞いたため。 

 

・大学での手続について： 

大学内：政治大学への留学申請表、学習計画書の記入 

留学中：奨学金受給なし 

留学前に五島市奨学金を停止 

 

・査証取得： 

居住ビザを取得 

申請先：台北駐大阪経済文化弁事処福岡分処 

申請時期：8 月 

必要書類：申請時に残存期限が６ヶ月以上のパスポート、申請書：1 通、写真：2 枚（4cm×5cm、

申請日前６ヶ月以内撮ったもの）、留学先の学校の入学許可書原本とその写し１通 

HIV 檢查を含めた健康診断証明書（3 ヶ月以内に診断されたもの） 

 

○留学体験記：。 

渡航費：往復 3万～4万(渡航時期で異なる) 

生活費：月４万 5千円程度(内寮費月 2万) 

寮の環境：二人部屋もしくは一人部屋、室内にトイレ、バスルーム有り、キッチン共同、一階に管

理人常駐 

授業内容：中国語クラスは学期開始前にテストを受け、その結果に基づいたクラスに分けられる。

一クラス１０人～５人程度の少人数制。文法、発音を主に学ぶ。 

本科のクラスは自分が取りたい科目を登録する。現地学生の授業を受けることになるので、中国

語で行われるものが主だが、英語で行われる授業もある。 

 

○帰国後について 

・派遣先で単位を取得しましたか？（ しなかった ） 

 

○今後、留学を希望する宮大生のみなさんへ 

 台湾は親日国家なので、日本人にとても優しいし、治安もいいため住みやすい国です。 

沖縄より南に位置する国なので、９、１０月でもとても暑いです。日差しもとても強いので、日焼け

止めを二個ほど持っていった方がいいと思います。また、政治大学がある台北は台湾の中でも雨

が多い所なので折りたたみ傘もいります。日本人と違って現地の人たちは持ち運びに便利な折り



～宮大生のための交換留学～ 
たたみ傘を持っている人が多いです。台湾で買った傘はすぐ骨が折れて使えなくなってしまったの

で、日本から持っていくことをおすすめします(笑) 

政治大学には日本語学科があり日本語を流暢に話せる人がとても多いため,つい日本語を話して

しまいがちですが、積極的に中国語を話しましょう。間違いを恐れて話さないより、間違いながらも

話したほうが語学力は向上します。 

 

 

 

   

 

 

 


